
地元に花を咲かせましょう
自分の花を咲かせま
しょう 2021



「咲く」ための自力をつける！

①企画・実行力

②価値を伝える力/客を集める力

③試行錯誤（Trial & Error)

起業へ



3年かけて力をつけます

[1年目]①現場OJT（三択）

②グループ活動（二択）

★[2年目]①②×価値づけ・集客研修

来年[3年目]自分の企画をやってみる

（10万円の立上げ資金を提供）
＊初心者向けに一定の枠をつくってはあるが

その通りにする必要はない。

１）食農(エディベリ)、２）山林活用、３）アウトドア・ツーリズム、
４)こっこ班、５）比企の里山産業化



＜20年度の成果＞全体

• 企画実行受講生 6名

• 継続受講生 11名

• プログラム実施 6件

＜21年度新規受講生＞

●やる気のある高校生

●池袋の引きこもりグループ



＜20年度の成果＞「食農教育」
• 企画・運営力のある社会人4名が力をつけている

（1名は卒業）

・「難民シェアハウス」→物件が見つかり準備に入った

・イベント「月夜に芋煮会」（21名参加、みんな満足！）



研修生ＯＪＴ：月夜に焚
き火で芋煮会ｉｎ小川町
リーダ・長倉さん
2020/9/27実施

研修内容

①企画書案の作成

②ＳＷＯＴ分析、5Ｐ分析

③コンセプト、ターゲットパーソンの設定

④広報計画ーチラシ制作、ＦＢ、ｗｅｂ広告など

⑤募集ー各ジャンルへ

⑥実施（会費5千円、参加者21名）

⑦アンケート

⑧収支と振返り



＜21年度の予定＞「食農教育」

①エディベリの森づくり（里山保全活動）

②「小川町の有機農業・農産物」の魅力を発信
する



＜20年度の成果＞「山林活用」



＜21年度の予定＞「山林活用」

＜材→製品→収益＞にチャレンジ！



＜20年度の成果＞「キャンプ・体験プログラム」



＜21年度の予定＞「アウトドア・ツーリズム」



＜20年度の成果＞「こっこ班（企画・運営）」



＜21年度の予定＞ 「こっこ班（企画・運営）」

高校生3人の企画をもんで実行する

①

②

③ ？



＜21年度の予定> 「比企の里山産業化」
• 里山産業化については、事業化に際してまだまだ情報が十分でないため、
更に情報収集を行い、判断に十分なだけの議論を深めていく必要があり
ます。

• 里山産業化グループは2023年度の事業化を目指し、2021年度は、情報
収集とディスカッションを主に行っていきます。情報収集については実際
の足元の里山を調査すると同時に先進事例の現地視察をするのが最も
効果的と考えられます。具体的には例えば以下のような現地調査・視察
の案があります。実際の視察先についてはグループ内で協議の上、決定
するものとします。

• ①里山の現地調査（小川町等）

• ②里山保全の先進事例視察（茨城県笠間市「常陸国出雲大社樹木葬」
等）

• ③里山保全先進事例視察・調査（岡山県西粟倉村「森のうなぎ」等）

• ④里山保全先進事例視察・調査（森のエネルギー研究所等）



＜全体として＞
里山産業づくりを柱に
地域互助の形成、
都市との交流・連携へ


